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十
一
投
稿
規
定
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
底
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
雁
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
定
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
一
一
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

斎
藤
和
夫

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
』
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
一
一
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

一
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
は
計
七
点
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、

『
論
究
」
委
員
会
よ
り
依
頼
し
た
論
稿
一
点
、
投
稿
さ
れ
た
論
稿
六
点
、

で
す
。
依
頼
論
稿
は
投
稿
さ
れ
る
べ
き
論
稿
の
範
と
な
る
玉
稿
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
し
、
投
稿
さ
れ
た
論
稿
は
い
ず
れ
も
厳
正
な
審
査
手
続
を

経
て
、
そ
の
掲
載
が
許
可
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
投
稿
論

文
は
計
十
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
ま
す
。

二
掲
載
を
許
可
さ
れ
る
に
至
っ
た
投
稿
論
稿
中
に
は
、
二
度
な
い
し
三

度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
経
て
、
合
格
と
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
、
研
究
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
論
文
の
投
稿
に
際
し
て
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
投
稿
規
定

概
略
」
を
熟
読
し
、
そ
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
そ
の
審
査
手
続
に
つ
い
て
一
言
し
ま
す
と
、
投
稿
論
文
の
審

査
後
、
そ
の
結
果
（
合
格
、
条
件
付
合
格
、
保
留
）
に
つ
き
各
投
稿
者
に

直
接
告
知
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

四
印
刷
・
製
本
業
界
に
鐙
い
て
も
、
人
手
不
足
や
そ
の
転
廃
業
等
に
よ

り
、
「
論
究
』
の
刊
行
も
遅
れ
が
ち
で
あ
り
、
制
作
に
あ
た
っ
て
い
る
慶

膳
通
信
株
式
会
社
の
編
集
部
の
方
々
も
、
大
変
御
苦
労
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

御
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
文
責
・
斎
藤
和
夫
）

［
編
集
後
記
］
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